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ラタナコ～シン朝初頭における王権 とサンガ

- 『三印法典』｢サンガ布告｣を中心に-

石 井 米 堆*

SanghaandMonarchyattheBeginningoftheRatanakosinDynasty,
BaseduponSevenHotPhrasongintheKotmaiTraSam Duang

ortheLaw oftheThreeSeals

YoneolsHIⅠ*

In theCorpusof1805known as Kotmai
TraSam Duangaresevenroyaldecreesonthe
Buddhistchurchissuedduringthe丘rsttwoyears
ofthepresentThairulingdynasty.Inthisshort
noteIattempttoclarifythebackgroundofthe

は じ め に

1782年 4月6日,バンコクを新都と定め,

ラタナコーシン朝の基をひらいたチャオプラ

ヤー ･チャクリーは,功臣に対する論功行賞

をすませると,ただちにサンガの高僧の任免

を行なっている｡『ラタナコー シン朝 1世王
年代記』は,その背景をつ ぎのように述べ

る｡

｢/ト暦1144年寅年 (1782A.D.),王 はつ

ぎのように仰せ 出された｡俗界 (〔ratcha-〕

anachak)における文武諸官の任命の終了 し

たいま,僧界 (phutthachak) の秩序をとと
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stringentpolicypursuedbyKingRamaIagainst
thethencorruptedBuddhistclergy,therebyde丘n-
ingthedecreeswithintheframeworkofaBud-
dhistpolityde丘nedearlier[Ishii1975],

のえ,衰微 した仏教を揖興させ,その末永き

発展をはかろう｣[Thiphakorawong 1962:

28;1978:14]｡

王はまず,修業の結果 ｢ソータ-果｣を得

たと豪語 したクークシン王に-つらって仏教

を衰微させたという罪により,ふたりの高僧

に還俗を命 じ,のちこれを処刑 した｡一方,

出家の本分を守り,クークシン王の強圧的な

命令に屈 しなかったため,懲罰として平僧に

降格せ しめられていた3人の元高憎の名誉を

回復 し,法王 (phraSangkharat) など,そ

れぞれ僧官の地位に復帰 させた｡同年代記

は,この記事に続いて,主要寺院の住職など,

サンガの管理幹部任命の模様を詳細に記述 し

ている [Thiphakorawong 1962:29-32;

1978:15-19]｡
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新王朝創設当初におけるサンガ上層部の人

事異動に関する 『ラタナコ-シン朝 1世王年

代記』の記事は,仏教サンガに対する1世王

のなみなみならぬ関心の深さを示すものであ

り,王権と仏教との関係を検討するうえで,

重要な資料と考えられる｡ 仏教,とりわけサ

ンガ組織に対する国王の関心の高まりは,や

がて 6年後の1788年に,バンコクで開催され

た ｢第 9結集｣において最高潮に達するので

ある｡

タイ ･サンガの研究において留意すべきひ

とつの点は,仏教サンガが,王室儀礼の執行

者に特化 したバラモン僧のように,一部の特

権的憎職者によって構成されるエ リー ト集団

ではなく,タイ人庶民層がその成員の大半を

占める集団であるという事実である｡その中

核的成員を一般成人男子仏教徒から調達する

サンガの存在は,それゆえ,これら非エ リー

ト僧によっておおきく規定 され ることにな

る｡ したがって,サンガの研究に際 しては,

高僧の動静だけではな しに,非エ リー ト僧の

状況を把握 しておくことがきわめて重要な意

味をもつのである｡ しか し残念ながら,現存

の年代記類は,非エ リー ト僧に関 しては,ほ

とんど沈黙 しているため,資料としてはおの

ずと限界がある｡こうした資料上の不備を克

服 し,歴史的サンガの実態に,できるかぎり

接近するための資料として,本稿は,1782-

1783年の年次をもつ 『三印法典』中の ｢サン

ガ布告｣7編をとりあげ る｡ これ ら7編 の

｢布告｣は,判例法の部類にはいる法律文書

であるが,叙述がかなり具体的であり,かつ

後述のように成立年代がはっきりしているの

で,歴史資料としても十分利用できると考え

られる｡本稿は,これら7編の ｢布告｣を用

いて,ラタナコ-シン朝成立当初におけるサ

ンガと王権との関係を,資料にそくして,で

きるかぎり具体的に明らかにすることを目的

として執筆される｡

Ⅰ 史料について

『三印法典』の史料的価値については,ま

だ未解決の問題が多 く残されている｡とくに

同法典にあらわれた年次のとり扱いについて

は,そこに採用されている暦法決定の問題を

含め,専門家の意見が一致 していない｡こう

した研究の現状にあっては,『三印法典』中,

とくに原テキス トがアユタヤ期の成立と考え

られる `̀phraayakan"の部分のテキス トの利

用にあたっては,とくに厳密な内的批判の手

続きが要請される｡ ただ 『三印法典』には,

その編纂にあたって,おそらくは時間的制約

のために "phraayakan"の形に整理されず,

発出されたままの形で巻末 に収録 された布

告類 (Kot,phraratchaban'yat,phraratcha-

kamnotなどとよばれ る)が全体 の約35%

ほど含まれているが,これ らの布告類 は,

phraratchakamnotKaoをのぞ くと,同法

典テキス ト作成の年である1805年に比較的近

いものが多いため,その年次の信頼性はかな

り高いと考えられている｡ 本稿で利用す る

｢サンガ布告 (KotPhrasong)｣もそのひと
つである｡『三印法典』には,10編の ｢サン
ガ布告｣ が収録されているが (表 1),本稿

では,そのうち,とくにラタナコ-シン朝創

設の年とその翌年にあたる,1782年9月21日

から1783年10月27日までの 1年あまりの問に

公布された 7編のみをとりあげる｡

表 1 『三印法典』｢サンガ布告｣制定の目付
第 1布告 1782･9･21

第 2布告 1783･5･5

第 3布告 1783･5･8

第4･5･6布告 1783･7･13

第 7布告 1783･10･27

第8布告

第9布告

第10布告

1790･2･10

1794･8･15

1801･6･9
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ⅠⅠ 国 王 の 役 割

｢サンガ布告｣には,王の修飾句として,

以下のような定型句が用いられている｡

t山 首flLlⅥ1前1宙=唱J飽JⅥflylう=qⅥ日石1fTul

句elL弓tuP侶前号討覇yluqⅥう=U弓句凱LiaU糾 紬 佃

ul l蒜m lう11｡L弓匂｡1tJ=山房L鮎 ul宙
I

I
uaJuffn13岬 1LLfl川 V4岬 1叫 廿前qthq

(仏教を,その教学と実践の双方において堅

固に発展させ,神々と人間がともどもにこれ

を信仰 し,礼拝するよう,その繁栄をはかり

たまう聖教の至高の大外護者)

この文言は,『三印法典』に所収された10

編の ｢サンガ布告｣(1782-1801年) のすべ

てに,まったく同一の形でみられるもので,

1世王時代に公認されていた,仏教に対する

国王の役割に関する観念が,定型句の形をと

って集約的に表現されていると考えられる｡

ここでは,まず国王が,仏教の ｢至高の大外

護者｣と規定され,その外護者としての資格

において,仏教を, i)｢その教学と実践の

双方において発展させ｣,ii)神々と人間が

ともに仏教を信仰するように導 く存在である

べきであるという思想が示されている｡

ところで,『三印法典』にいうところの｢仏
教の繁栄｣とは,いかなる状況をいうのであ

ろうか｡たとえば,国王の力によって,壮麗

な大寺院が建設され,そこに数多 く僧侶が修

業生活をおくることが意味されるのであろう

か｡この問題を考察するうえにおいて,きわ

めて重要な示唆を与えると考え られ る一節

が,｢第 2布告｣のなかにみられる｡以下 の

該当部分につき,そのテキス ト全文とその試

訳をかかげる｡
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(パーティモッカ 〔227戒〕 とはすなわち聖

教である｡ビクたちが完全にパーティモッカ

を遵守するところにこそ,聖教は存在する｡

この理由により,王は,サンガに対 し,四資

具としてその財産を豊かに寄進 したまうとと

もに,訓戒を垂れたまい,首都の内外,諸国

のサンガを して,戒律を完全に遵守せ しめ,

もって世の人々が信仰の種を撒 く ｢福田｣た

らしめ,そのすぐれた ｢福田｣に布施を行う

者すべてに,多 くの果実を得ることを得きし

めたまうのである｡)

この文章の前段 が,ブッダ ゴーサの 『サ

マンタパーサーディカー』序 にみえ るつ ぎ

の一節 vinayomamaBuddhasasanassa云yu,

vinayethitesasanarhthitarhhoti(律は仏

教の寿命であって,律の存立する問は聖教も

存立するのである)を前提としていることは,

タイ ･サンガにおける同書の伝統的位置から

みて,ほぼ疑いの余地はない｡ この一文は,

戒律と仏教とを等号で結ぶことによって,仏

教が厳格な持戒によってのみその自己同一性

を保持 し得るという思想を,簡明直裁に表現

したものである｡ つまりタ イ人 にとって,

｢仏教の繁栄｣とは,す ぐれて戒律遵守の状

況にかかわることである｡｢仏教が繁栄｣す
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るとは,まずサンガの成員であるビクが,正

しく持戒 していることにはかならないのであ

る｡ 壮麗な大寺院の建設も重要ではあるが,

それは,正 しく持戒する ｢清浄なサンガ｣の

存在の場となってはじめて意味をもつのであ

る｡

ところで,繰 り返すまでもなく持戒とは,

す ぐれてサンガの成員であるところのビクに

かかわる行為である｡ それゆえ,｢サ ンガ布
告｣にみえるこの一文は,仏教の存在が,良

家者の団体であるサンガの成員であるところ

の個々のビクの行為によって一義的に規定さ

れるという思想の明確な表明でもある｡のち

にみるとおり,タイ国王は,ビク個々人の持

戒の状況,言葉をかえていえばサンガ内にお

ける生活のあり方にきわめて強い関心を示す

のであるが,われわれは,そのようなタイ国

王の行動の正当性の典拠をこうした思想のな

かに見出すのである｡

王は,一切の生産活動を放棄 して,ひたす

ら持戒修業に専念するビクの生活を物質的に

支えるため,サンガ (具体的には個別寺院)

に対 し金品の寄進を行う｡サンガに対する国

王のこうした寄進行為は,やがて上下の王臣

をはじめとして,国民一般のならうところと

なり,これによりサンガは豊かな物質的基礎

を獲得 し,そこにおいてビクが,教学の研頚

と戒律の実践に専念する条件がととのうにい

たる｡ しかしながら,これはあくまでも前提

条件であり,これらの条件の整備は,ただち

にビクの厳格な修業生活の実現を保証するも

のではない｡たとえ修業生活の条件が確保さ

れたとしても,現実に持戒が厳格に行われ,

その結果として ｢清浄なるサンガ｣が実現す

るか否かは,あくまでも個々のビクの自覚に

かかっている｡サンガの物質的基礎の確立

は,そのための必要条件ではあっても,それ

だけでは十分条件とはなり得ないのである｡

そもそもサンガとは,自律性をたてまえと

する自治組織であり,そのかぎりにおいて,

外部よりの干渉は,たとえ国王であっても好

ましいことではない｡ しかし,他方において

国王は,｢聖教の至高の大外護者｣として,国

民の信仰をあつめるに足る ｢すぐれた福田｣

としてのサンガを,持続的に実現させる義務

を負う存在でもある｡ 王は,｢清浄なサンガ｣
の存在の条件を満たすために,絶えず心をく

ぼる努力をすることが,かれの臣下である在

家の仏教徒たちによって期待されている｡そ

のため,王は,サンガにおける持戒の状況に

つねに関心を払い,かかる理想の実現を,個

個のビクの自発的努力のみにゆだねることで

は満足せず,しばしばビクに ｢訓戒を垂れ｣,

持戒を正 しく実践させるため,時に応 じて物

理的制裁を含む措置を講 じるのである｡タイ

のよき仏教徒たちは,世の ｢すぐれた福田｣
の実現に貢献 した王に対 して,｢正法王｣ と

しての尊敬を払い,よろこんでその権威に服

する｡｢す ぐれた福田｣の崩壊を放 置 した国

王は,非法王のそしりをまぬがれない｡｢サ

ンガ布告｣にみられる国王の,サンガに対す

る ｢干渉｣の背後には,こうした思想が存在

しているのである｡

ⅠⅠI ｢布告｣内容の検討

(1)｢第 1布告｣

この布告は,官僚とサンガの双方に向けて

発せ られた布告であって,まず仏法の偉大さ

と説法の功徳が語られる｡ ついでサンガの現

状に触れ,当時さかんに行われていた 『ヴェ

サンタラ･ジャータカ』の説教が,その本を

忘れ,世俗にこびて,ひたすら面白おかしい

文句,節回しのみを追い求め,民衆の娯楽の

ひとつに堕 している状況を慨歎 して,憎はす

べからくパー リ聖典ならびに古注にしたがっ

て教学を学習 し,仏法を正 しく世に広めるよ

う努力すべきであると,その自覚を促 してい
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る｡ ここで注目されるのは,この ｢布告｣が,

Hamyahai‥.(.‥‥.することを禁ず)とい

う文言を用いている点である｡ いうまでもな

く禁止の命令者は国王である｡この事実は,

説法というす ぐれてサンガの秩序 (phuttha-

chak)に属する行為に,俗権 (ratcha-ana-

cbak)が直接的干渉を加え,その命令に服従

しない者に対 しては,処罰を加えることも辞

さないという立場の明確な表明であ る｡｢布
告｣ はつぎのように述べる｡｢ビクであれサ

ーマネーラであれ,あるいは在家者であれ,

この王命にしたがわぬ者 のあ る時 は,その

不心得者と (その者が出家者 な らば) その

親族を引き出 し,軽重に したがい罪に定 め

よ｣.｢軽重にしたがい罪に定めよ (thattam
th6sanuth6t)｣という表現は,一般的犯罪に
対する処罰規定として 『三印法典』に頻出す

るもので,処罰が,仏教的秩序 (phutthachak)

でなく,世俗的秩序 (ratcha-anachak)に属

することを示 している｡

(2)｢第 2布告｣

すでに述べた ように, この ｢布告｣ は,

｢戒律はすなわち仏教｣というタイ仏教の存

在の根底にかかわる基本的な命題を表明 して

いる点において,サンガ研究にとって重要な

意味をもつ ｢布告｣であるが,この ｢布告｣

が発出された背景には,寺院のなかに犯罪人

の資産が秘匿されていた事実が発覚 し,官憲

によって摘発されるという事件があった｡そ

れは,バーンワ-ヤイ寺の僧サ ミー ･ラック

に資産を預けていたペン某なる女が,謀反の

罪をもって告発された時,サ ミー ･ラックが

官憲の捜査に対 して積極的な協力を怠ったと

いうものである｡これに関 し ｢布告｣はつぎ

のように述べる｡

｢もしサ ミー ･ラックがまことの出家者で

あるならば,自分に預けられた資産を,すす

んで SomdetPhraSangkharat,Rachakhana
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のような高位の僧官に差 し出し,戒律の定め

るところに したがって,それがすでに王に帰

属するものなのか,あるいはなおペン女の所

有物なのかを尋ねるべきであったにもかかわ

らず,かれはこれを何人にも知らせようとは

せず ‥‥‥ (密告によってその所在が明らか

となってはじめて)これを役人に示 したので

ある｣｡

これに続いて ｢布告｣は,サ ミー ･ラック

の過ちがふたたび繰 り返されることのないよ

う,将来にわたって出家者による在家者の資

産の預托を厳禁 して,つぎのようにいう｡

｢もしこの王命にそむく者ある時は,ビク,

サーマネーラについては盗みの大罪 (パーラ

ージカ)によって還俗せ しめたうえ,鞭刑に

処 し,在家老についてはその資産を没収 し,

罪の軽重にしたがって鞭刑に処すべ し｣｡ こ

れは,サンガ,具体的には個別寺院が,犯罪

人の隠れ家となり,社会秩序維持の障害とな

ることを未然に防止 しようとしたものであろ

う｡ なお,この ｢布告｣が末尾において,20

歳を過ぎてもサーマネーラにとどまる者が存

在 している事実を指摘するとともに,これを

禁止 し,そのようなサーマネーラに対 しては

ピタとしての得度を受けて持戒生活にはいる

か還俗するかの選択をせまっているのは,サ

ンガに属 しビクと同様に黄衣をま といなが

ら,戒律の遵守を義務づけられていないサー

マネーラの状態に,すでに成人 した者がとど

まることが,同 じく社会秩序の維持にとって

好ましからざる影響を与えることを懸念 して

とられた措置であると考えられる｡

(3)｢第 3布告｣｢第 4布告｣

これらふたつの ｢布告｣は,いずれもビク,

サーマネーラの登録制の導入に関するもので

ある｡｢第 3布告｣はまず,｢仏教の興隆は,

かかって,正法に住 し,仏教を支持 したまう

国王によって統治される国家に依存する｣と
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述べ,仏教興隆の条件としての国王の役割を

強調するとともに,サンガ内部の秩序に言及

し,親教師が持戒の範を垂れれば,得度を受

けたばかりの新参憎は己の破戒を恥 じ,かく

して清浄なる戒律が保たれることになるとし

て,親教師など年長のビクに対 して,指導者

としての自覚を促す｡｢布告｣はさ らに言葉

を続け,｢しかるに今 日のサンガをみるに,

戒律はすたれ,出家者はたがいに戒め合うこ

ともない｡教師,親教師たちは,得度を受け

た者を弟子として教育せず,これを放置 して

いるため,これらの新参僧は,ふたり,3人

と連れ立っては勝手に歩きまわり,あるいは

神通力をもつといい,あるいは超能力を会得

したといつわって,世人の信仰をあつめてい

る｡ また,かなたの洞窟,こなたの山で体得

した術を知る "プー ミ-ブン (功徳ある人)"

"コンウィセー ト (異能の人)"と自称 し,徒

党を組んで玉座をうかがう行為をなし,もっ

て王国と仏教とを危 くしている｣と述べ,ア

イ ･ダーら6人の叛徒の名を具体的にあげた

のち,こうした状態が発生するにいたったの

はすべてサンガの師僧た る者 の怠慢 による

と,これを糾弾するとともに,サンガの秩序

回復の手段として,後世の ｢サンガ法｣をお

もわせる,つぎのようなサンガの組織化を命

じている｡

｢このさき,phrarachakhanaは,畿内畿

外,全国のビク,サーマネーラのなかから,

地方サンガの責任者 (rachakhana) と各寺

院の住職 (athikan)を任命 し, クメール文

字をもって寺院名を記載 し,官印を押捺 した

身分証明書を作成 して,すべての僧官に交付

せよ｡僧の数の多い地方にあっては, 1寺に
9ないし10人の僧を止住せ しめ,これをひと

りの住職に監督せ しめ,また憎の数のす くな

い地方にあっては,4人ないし5人以上の僧

をもって 1寺とし,仏像,仏塔を衰退より守

らしめよ｡地方のビク,サーマネーラのうち,

聖典の研究,観法の修業を志 し,旅に出よう

とする者のある時は,僧名,俗名,年齢,親教

師名を記 し,地方サンガの責任者の官印を押

捺 したものを身分証明書として携行せ しめ,

この証明書によって,地方サンガの責任者が

その者の修業に許可を与えるようにせよ｣｡

｢第 4布告｣も ｢第 3布告｣と同様の趣旨

をもって発された布告で あ って, ここでは

｢黄衣をまとう無為徒食の徒｣を非難 し,ビ

クが修業を怠ることのないようにせよ,と訓

戒を垂れる一方,サンガの規律を強化するた

め,憎官に対 し,ビク,サーマネーラの名簿

作成を命 じ,これを宗務監督官を経て国王に

提出するよう義務づけている｡ さらに,たび

重なる訓戒にも耳をかさない者は,サンガよ

り放逐 し,｢サンガのいずこにも場所を与え

ぬことこそが,仏教の末永 く繁栄するゆえん

である｣としている｡

(4)｢第 5布告｣

この ｢布告｣は,アイ ･マ-なる破戒僧が,

女犯の大罪を犯 しながら,なおサンガにとど

まり,恥 じらいもな く親教師として得度を与

え,他のビクと同様に年々カチナの衣を受け,

ウポーサタの儀式にも欠かさず出席 していた

事件,人にわたすべき金銭を横領 し盗みの大

罪に問われた僧アイ ･チュ-の事件,および

アイ ･ケェオの犯 した大罪に関連する布告で

ある｡いうまでもな く｢大罪(パーラージカ)｣

の違反者は,戒律によって,サンガからの放

逐が定められていたのであるが,この当時は,

サンガの管理組織が弛緩 して,こうした規制

措置が実効性をもたず,パーラージカの罪に

問われながらも憎である身分を失わなかった

者が存在 していたことを,この ｢布告｣は教

えている｡この ｢布告｣においては,つぎの

ような激烈な言葉をもって,サンガの秩序回

復のための俗権の介入の意思を表明し,サン

ガ内部の秩序破壊行為に,最高の刑罰である
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死刑を課 していることが注目され る｡｢この
のち,四大罪 (パーラージカ)を犯すビクの

ある時は,同じ布薩堂のなかにおいて,その

事実をビクたちの前に明らかにせよ｡四大罪

の違反者である事実を隠し,出家の姿をとり

続けたビクが,サンガの行事に参加 し,これ

に汚点を加えることのないようにせ よ｡(中

略)もしこの王命にしたがわず,四大罪を犯

した身でありながら,その事実を隠してサン

ガの行事に参加する者があるならば,仏法は

これを悲 しむであろう｡もし,かかる僧を告

発する者があり,その告発の事実の正 しさが

証明されたならば,その僧をとらえて死刑に

処 し,その親族どもの財産を没収 したうえ,

これを鞭刑にせよ｣｡ この ｢布告｣は, サン

ガの威信回復にかける1世王の強い意思を表

明 したものということができよう｡

(5)｢第 6布告｣

この ｢布告｣もまた ｢戒律を守らず,仏法

にもとった生活をおくる｣当時の堕落 した僧

に対 し ｢知恵の向上に努めず,ひたすら飽食

をむさぼり求めること牛馬 とかわ るところ

がない｣と痛烈な非難の言葉を浴びせてい

る｡ と同時に,在家者が,慣習にしたがって

無批判に僧形の人を尊敬 し,これに食事のみ

ならず,さまざまな金品の寄進を続けること

によって,結果的に堕落僧の存在を容認 しこ

れを助けている状況に も批判の矢を向け,

｢かかる在家の信徒は,仏教を侵害する "盟

賊ビク (phiksuch6n)"に支援をおくるに等

しく,その布施行からは,善果を生まず,か

えって仏教に害をなす行為にはかならない｣

と述べ,今後ビクに金品をおくることを禁 じ

て,つぎのように述べている｡｢在家者 は,
出家の身にふさわしからぬ金品を,ビクに捧

げてはならない｡ また,通常の鉄鉢,土鉢以

外の托鉢用の鉢を捧げてはならない｡また,

ビクを招いて‥‥..按摩治療を乞い,薬の調
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合を願い,運勢を尋ね,まじないの絵を書 くEJJJ
よう求めてはならない｡ ビク,サーマネーラ

は,パーティモッカ227戒にもとる行為を行

なってはならない｡また,在家者は,このよ

うな誤ったビク,サーマネーラの心のおもむ

くままにしたがってはならない｣｡

｢布告｣は,僧官と宗務監督官に対 しては,

堕落僧を還俗させるよう命 じているが,それ

と同時に,かかる悪僧の存在を放任 した宗務

監督官を,罪の軽重にしたがって鞭刑に処す

としていることは,サンガに対する俗権の監

督強化を示す指標として注目しておきたい｡

(6)｢第 7布告｣

この ｢布告｣は,カチナの儀式に関する戒

律の解釈をめぐって,新たに統一を達成 した

ばかりのラタナコーシン朝支配域内のモン,

ラーオなど異民族系仏教徒に言及 した点に特

徴がみられるとともに,サンガの内部におけ

る紛争解決の最高責任者を ｢SomdetPhra

Sangkharatただひとり｣としている点が注

目される｡

ⅠⅤ サンガの管理組織

上に紹介 した7編の ｢布告｣は,その冒頭

にそれぞれの布告対象が記されている｡ たと

えば ｢第1布告｣を例にとると,まず最初に

中央政府の文武の官僚がならび,これに地方

官が続 く｡ そしてそのあとに,宗務監督官

(sangkar王thammakan),サンガの管理幹部

である高僧 (phrarachakhana),各寺院住職

(chaoathikan),平僧 (anuchon)とならび,

これらにかかる限定辞として,経挙部 (khan-

thathura)･観法部 (wipassanathura),村住

部 (khamawasi)･林住部 (aranyawas王),都

外 (n6kkrung),都内 (naikrungthepmaha-

nakh6ns王ayutthaya)1･2･3･4級国,

東 ･西 ･南 ･北という言葉が続 いている｡
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｢第 2布告｣から ｢第 7布告｣までの 6編の

｢布告｣の場合には,｢第 6布告｣をのぞき,

いずれも中央政府の官僚の部分がなく,宗務

監督官と憎官および平僧が主たる布告対象 と

されている｡ ここから,ラタナコ-シン朝創

設当時のタイのサンガ管理組織 として,つぎ

のような図式がうかび あが って くる｡第 1

に,当時のタイ ･サンガは,サンガの レベル

での管理幹部と して phrarachakhana とい

う位階をもつ高佃が任命 されていたことであ

る｡｢第 3布告｣には,｢phrarachakhanaは,

畿内畿外,全国のビク,サーマネーラのなか

から,地方サンガの責任者 (rachakhana)と

各寺院の住職を任命 し｣とあるところから,

布告の対象としてはあらわれてこないが,中

央の管理組織 と個別寺院の間に,rachakhana

という地方 レベルのサンガの責任者が任命さ

れていたことがわかる｡『ラタナコー シ ン朝
1世王年代記』には,サ ンガの最高幹部とし

て SomdetPhraSangkharat(-sangharaja)

が任命されていたとあるが,この僧官職の存

在は ｢第 7布告｣などによっても確認するこ

とができる｡

第 2に,国王の政府とサ ンガの接点 として

宗務監督官 (sangkarithammakan) という

俗官が任命 されていたことである｡Sangkari

という語は,辞書には sangkhakariの形で

載せ られているものと同 じと考えてよいであ

ろう.Sangkariと thammakan がはた して

別々の職名であるか, 2語でひとつの職名を

あらわ したものかは確認できない｡ 同 じ 『三

印法典』に収録されている｢位階田表｣には,

KromSangkari(宗務監督局)という役所の

名がみえるが,これによると,その組織は以

下のようなものであった らしい｡

宗務監督局 (Krom Sangkari)

欽 賜 名 サクディナー

局 長 LuangThammaraksa 1,000

次 長 KhunThammathibodi 600

三 席 KhunSithammalangka 400

事務官 (位階は m凸n) 200

登録官 KhunPhromphakdisi-

thammakan 200

属 80

この ｢位階田表｣に示 された ｢宗務監督局｣

の組織は,中央政府に属するものであるが,

｢布告｣をみると,サンガと同様,宗務監督

官にも,n6kkrungnaikrungすなわち都

の内外 という限定修飾辞がかかると考えられ

るので,何 らかの形で,地方についても ｢宗

務監督官｣が任命されていた可能性が高い｡

いずれにせよ,国王の ｢仏教の外護者｣とし

ての任務を代行する役職が,伝統的に配備さ

れていた状況が知 られる｡

なお,これらの ｢布告｣は,僧官の任命者
については述べるところがないが,それが国

王であることは 『年代記』を典拠として上述

したとおりである｡

Ⅴ 国王とサンガの関係

『三印法典』所収の ｢第 1布告｣か ら ｢第

7布告｣にわたる7編の ｢布告｣は,ラタナ

コ-シン朝が,バ ンコクを首都 として成立 し

た1782年から翌1783年における仏教サ ンガの

状況 と, 1世王がこれに対 して講 じた措置,

ならびに,その措置の背後にあるタイ国王と

仏教サンガの伝統的関係を,きわめて具体的

な形で示 して くれる｡ その関係は,つぎのよ

うに要約することができるであろう｡

(1) タイ国王 は,｢聖教 の至高 の大外護者

(akkamahasasanqpathamphok)｣で あ り,
仏教を発展させ,もって国民に信仰のよりど

ころを与える存在である (｢第 1--7布告｣)0

(2) 国民はサンガを ｢福田 (nabun)｣と信
じている (｢第 2布告｣)｡

(3) サンガが ｢福田｣として信仰の対象であ

るためには,サンガの成員たちが,厳重に戒
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律を遵守することが必須条件である｡｢戒律
のあるところ,そこに仏教がある｣ (｢第2布

告｣)0

(4) したがって,｢聖教の至高の大外護者｣

である国王が仏教に対 してもつ任務のひとつ

は,サンガにおける持戒の状況を監視 し,も

し持戒の弛経が見出されたならば,積極的に

その矯正を はからなければならない (｢第 3

布告｣)｡

こうした理論を背景とする1世王のサンガ

に対する態度は,つぎのように要約される｡

(1) 原則の提示

a) ｢仏教の興隆は正法王の統治する国家に

依存する｣ (｢第 3布告｣)ことを宣言 し,サ

ンガと国家の基本的関係を示 した ｡

b)戒律の有無をもって仏教の盛衰の判断基

準とする思想は,もともとス リランカの大注

釈家ブッダゴーサに由来するものであること

は前述のとおりであるが, 1世王は, 『サマ

ンタパーサーディカー』に示されたこの思想
を ｢サンガ布告｣のなかに明記 して一般に知

らしめ,かれの対サンガ政策が正統的注釈家

の著述にその典拠のあることを示 した｡

(2) サンガ-の寄進行為

｢第 2布告｣は,国王が ｢サンガに対 し,

四資具 (-戒律が出家者に認めた4種の資)

としてその財産を豊かに寄進 したまう｣と述

べて,サンガを物質的に支え,崇仏の範を垂

れることを王の任務としている｡

(3)サンガ管理機構の整備

サンガの管理は,あくまでも出家者の秩序

に属するものであり,純理論的に自律的存在

としてのサンガという立場に立てば,国王の

関知すべきことではないともいえ る｡ しか

し,出家という行為が,在家の物質的支持を

前提としてはじめて可能となる以上,そ して
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歴史的には,それが国王の支持の有無におお

きく依存 してきたという逆説的事実をみ る

時,国家によるサンガ管理は,戒律仏教にと

って必要悪と考えなければならないのかもし

れない｡｢サンガ布告｣ に示されたサンガの

管理機構は,前節に述べたとおりであるが,

そこで触れなかった点のうち,僧籍証明書の

発行 (｢第3布告｣),僧の名簿の作成が指示さ

れていること (｢第 4布告｣)が注目される｡

当時,タイ人の成人男子は,すべて入れ墨を

施され,munnaiとよばれるパ トロンに帰属

せ しめられ,一定の場所での居住 と夫役の義

務を負っていたが,サンガの成員はこれらの

夫役義務を免除されていた｡ したがって,黄

衣をまとうことによって僧としての尊敬を受

け (｢第 6布告｣),かつ夫役の義務からもま

ぬがれる者がいるという状態が発生する可能

性があり,国王はこれを防止する必要が生 じ

たのである｡移動に際 して僧籍証明書の携行

を義務づけたことは,世俗的秩序の侵食を防

ぐ措置であったと考えられる｡Nenyai,す

なわち成人に達 したサーマネーラが,具足戒

を受けずサーマネーラのままとどまることを

禁 じた (｢第 2布告｣)のも同じ趣旨に出るも

のであろう｡

(4)強制還俗による破戒僧の排除

227戒の冒頭には,性交,盗み,殺人,虚言

の4項目を ｢パーラージカ｣と称 し,違反者

は｢共住すべからざる者 (asangwat)｣と定め

られている｡ つまり,これらの ｢四大罪｣を

犯 したビクはサンガから追放されるべきこと

が,戒律によって規定されているのである｡

当然のことながら,あるビクが ｢パーラージ

カ｣を犯 したかどうかの判定 も,違反事実確

定後の追放措置も,サンガによって行われる

のがたてまえである｡ なぜなら,それはす ぐ

れて僧界の秩序に属 して いるか らで ある｡

しか しながら,｢第 5布告｣の示 すとおり,
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1783年当時のタイにおいては,パーラージカ

の罪を犯 したと判断されるようなどクが,サ

ンガの側からのい かなる制裁措置をも蒙るこ

となく,僧としての生活を続けるという状況

が発生 していた ｡ ただ ｢第 5布告｣を読むう

えにおいて留意すべき点は,パーラージカの

違反者であるとの非難が,サンガによってで

はなく,王によって行われているという事実

である｡ この場合つぎのふたつの状況を想定

することができる｡

i)そのビクのパーラージカ違反が事実であ

ったにもかかわらず,サンガに自治能力がな

いので,これを排除することがで きないた

め,王が ｢聖教の外護者｣の資格においてパ

ーラージカ違反を追及する場合o

ii)そのピタのパーラージカ違反事実がサン

ガによっては確認されず,世俗権力の側でそ

の判断が下され,これをパーラージカである

として非難 し追及する場合｡

｢第 5布告｣に言及されたケースがこのい

ずれにあたるかは不明であるが,たとえば,

仏教的には何 ら非難に値する行動のみられな

い僧が,反体制的であるという理由によって

｢パーラージカ｣の汚名を着せ られ,追放さ

れた近年の事例があることを考えても,この

種の問題をとり扱うにあたっては,十分の注

意が必要とされる｡しかし,そのいずれの場

合にせよ,僧をサンガ,すなわち ｢僧界｣か

ら排除 し,国王が一義的にその権力を行使 し

得る秩序である｢俗界｣-と引き戻す論理が,

｢パーラージカ｣違反 という,｢僧界｣ の論

理であったことは,当時はどサンガが混乱 し

ていた状況においてさえ,｢僧界｣｢俗界｣の

ダイコトミーだけは守 られていたという事実

を示 していることを確認 しておきたい｡

｢パーラージカ｣による追放はサンガによ

って行われる｡ しかし ｢サ ンガ布告｣のテ

キス トによるかぎり,強制還俗 の命令 は,

｢..‥‥を還俗せ しめる (hais凸k)｣という

文言をもって,1世王の直接の命令として行

われており,この時代においては,サンガに

対する王権の介入度が,きわめて高かったこ

とを示 している｡還俗後の破戒僧について

は,死刑を含む厳 しい刑罰が課されているは

か,破戒僧の親族に対 してまで,その罪の責

任を問うている｡

お わ り に

以上 『三印法典』所収の7編の ｢サンガ布

告｣の内容の検討から,ラタナコ-シン朝創

設当初における王権とサンガの関係を考察 し

てきた｡1782年4月,前国王タ-クシンを,

｢非法 (athamma)｣を理由として排除 して

タイ国王となった 1世王にとっては,混乱 し

た国内秩序を回復 して,新政を開始するにあ

たって, 自らが ｢正法王 (thammaracha)｣
であることの証拠を,かれのあたらしい臣下

たちの前に提示する必要にせまられた｡タイ

の伝統的価値意諾餌こおいては,｢正法｣は｢清

浄なるサンガ｣によって伝承 され,｢清浄な

るサンガ｣は ｢正法王｣によって維持され,

人民は ｢正法王｣の権力の正統性を承認 して

その支配に服するというトリア-デ関係が存

在する [石井 1975:77-83]｡それゆえ1世

王は,まず ｢清浄なるサンガ｣を回復するこ
とこそが,｢正法王｣のあか しとして必要 か
つ有効な作業であると考えたのである｡ しか

しながら,｢サンガ布告｣についてみるか ぎ

り,当時のタイ ･サンガの秩序は乱れ,混乱

していた｡まず,ビクの聖典研究の水準は低

く,寺院で行われる説法の卑俗化がはなはだ

しかった｡ ビクの生活は乱れ,人々はただ慣

習に したがってビクの生活を支えるにとどま

っていた｡ 新参僧の指導にあたるべき親教師

や年長のビクは,その本分を忘れて指導を怠

り,そのためビクの無軌道 の行動が 目立っ

た｡ビクは持戒を怠り,さまざまな破戒行為
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がみられたが,規律の弛緩 したサンガには,

破戒僧を排除する力もなかった｡ こうした状

況を前にした 1世王は,即位後 1年半の問

に,7編の ｢サンガ布告｣を発 して,サンガ

の秩序回復に努めたのである｡

こうした1世王の施策が,はたしてどの程

度の実効性をもっことができたのかについて

は,残念ながら ｢布告｣の性格上,これを知

ることはできない｡しか しながら,その後,

1790年,1794年,1801年の3回にわたり,それ

ぞれ ｢第 8布告｣｢第 9布告｣｢第10布告｣が

出され,そこにおいても依然として,サンガ

の混乱の状況が措かれているという事実は,

｢布告｣に示された1世王の高圧的な姿勢に

もかかわらず,サンガの統制措置が,かなら

ず Lも実効をあげ得なかったことを物語って

いるといえよう｡ そのことは,おそらく1世

王時代における国内統治それ自体ともかかわ

りをもつのであろう｡タイに真の意味での中

央集権的統治体制が確立するためには,その

後 1世紀の年月を必要としたからである｡

それにもかかわらず,ここにとりあげた

｢サンガ布告｣のなかには,やがて1902年に

いたってようやく制定されることになる ｢サ

ンガ法｣の萌芽が,すでに数多くみられるの

である｡ たとえば,｢第3布告｣ にいう僧の

身分証明書は,｢サンガ法｣13条9項に規定

された ｢僧籍証明書｣と同じ思想に出るもの

であろうし,｢第4布告｣がビク,サーマネ

ーラの名簿作成を義務づけているのは,｢サ

ンガ法｣15条において,｢すべての ビク,サ

ーマネーラは,かならず,いずれかの寺院の

名簿に登録されなければならない｣としてい

ることと軌を一にしているといえよう｡
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これらの ｢サンガ布告｣研究の重要性は,

そこに表明されたものと同一の思想が,現代

においてもその意義を喪失 していないことを

知ることによって,さらに増加する｡ たとえ

ば,サンガの秩序が混乱 し,その統制力が弛

緩 し,｢パーラージカ｣に問われた ビクが,

追放されることもなくサンガにとどまってい

ることを知った 1世王が,これに強制還俗を

命 じた ｢サンガ布告｣の記述 は,1960年,

マハ-ニカイークマユット両派の抗争によっ

て統制の弛緩 したタイ ･サンガに介入 し,ひ

とりの高僧を還俗させ,これを投獄 したサ リ

ットの政策を思わせるものがある｡この意味

において,｢サ ンガ布告｣ は, その実効性
を別にするならば,後世の ｢サンガ法｣の先

駆的形態であるばか りでな く,｢仏教 国家

(Buddhistpolity)｣[同上書 :82]の極限的

状況における政治権力とサンガの関係を示 し

たものとして,さらに詳細な検討を加えるに

値する資料ということができよう｡
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